








要約:長期療養児とその家族が抱える心理的問題は、アンケート調査によると、疾病間で

共通するものは、親子関係、学業不振(学校問題)、疾病自体の予後を含めての不安などで

あった。教育に関しては今までの実態調査が不十分で、現在施行中であるが、極めて大き

な問題を有していた。治療により、また軽症者においては心理的問題は好転、軽度である

が、心理担当医療スタッフの質・量はともに不足し、フォローアップ体制も不十分で心理

的問題を抱える患児の社会的予後は良好ではなかった。


